


はじめに

ここでは今日から始めるプログラミングについて紹介します。



まえがき

　日本では2003年度より全国一律の高校で「情報」という教科書が導入されました。この教科で

は「パソコンに関する授業なら何でも良い」という文部省の方針です。元プログラマである私［

科学太郎］から見ると手抜きルールとしか言えません。しかし、教育方針が立派でも教える教師(

先生)がパソコンに詳しくない日本社会では指導に困るのも現状のようです。そこで一人でも多く

の方にパソコンの興味、ソフトウェアの使い方、ソフトウェアの作り方などのパソコンの使いこ

なし方を知って欲しいと思います。特にインターネットが普及した現在では、便利なソフトが無

料でダウンロードできます。この無料で利用できる性質のソフトウェアを日本では「フリーソフ

ト」と呼ばれてます。このフリーソフトを自分でも作りたいと思ったとき、あなたなら誰に聞き

ますか。私［科学太郎］がパソコンを始めたのは1993年でした。まだ、インターネットが日本に

普及する前でフリーソフトの作り方の本もありませんでした。このような時代から始まってま

すが、今でも誰に尋ねればフリーソフトの作り方が分かるのか最初は迷います。インターネット

で掲示板を利用したことがある方なら、きっと掲示板で質問すればフリーソフトの作り方を教え

てもらえると気付きます。しかし、掲示板を利用したことがない方や掲示板でも画像付きで分か

りやすく説明はできません。また文字数の制限を考えると何度もやり取りすることになります。

さらに掲示板では、良心的なネット利用者が気ままに書き込みを見て書き込みを行う性質上、直

ぐに知りたくても誰かが書き込んでくれるまで待つ必要があります。そこで一般的には専門書

を買って読むことになりますが、300ページから400ページという量であり、分厚くて買う前から

読めるか自信をなくす方もいるようです。本書では、このような方のためにフリーソフトの作り

方を電子書籍という形で教え広めようと思ってます。 

この「今日から始めるプログラミング」シリーズは次の６つに分かれてます。

1. 今日から始めるプログラミング　〜入門者の手引書〜

2. 今日から始めるプログラミング　〜VC++2010の導入編〜

3. 今日から始めるプログラミング　〜VC++2010の試用編〜

4. 今日から始めるプログラミング　〜VC++2010の入門編〜

5. 今日から始めるプログラミング　〜VC++2010の言語編〜

6. 今日から始めるプログラミング　〜入門者の解説書〜(1500円)

最後の「入門者の解説書」だけは詳しい製作手順になりますので有料とさせて頂きますが、他の

電子書籍はすべて無料で提供します。それでは今後とも「今日から始めるプログラミング」シリ

ーズをお楽しみください。 

科学太郎
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ダウンロード編

ここでは無料コンパイラのダウンロード方法を解説します。



ダウンロード編 - 手順1

それでは「Microsoft Visual C++ 2010 Express」という無料コンパイラをダウンロードします。

まずは［Microsoft Visual Studio Express］ページを開きましょう。

開かれたページをスクロールしていくと［ダウンロード］項目が現れます。

このうちダウンロードすべき製品は、左下にある「Visual C++ 2010 Express」だけです。

ダウンロードするには［Web インストール(ダウンロード)］というリンクをクリックします。

http://www.microsoft.com/japan/msdn/vstudio/express/


ダウンロード編 - 手順2

クリックすると次のダイアログが表示されます。

上記のダイアログで［保存(S)］ボタンを押します。



ダウンロード編 - 手順3

続いて次のダイアログが表示されます。

説明の都合上で［デスクトップ］を選択して［保存(S)］ボタンを押します。



ダウンロード編 - 手順4

続いて次のダイアログが表示されます。

ダウンロードが完了するとデスクトップに「vc_web.exe」という実行ファイルが保存されてます

。

このようなアイコンです。

これでダウンロードは終了です。



インストール編

ここでは無料コンパイラのインストール方法を解説します。



インストール編 - 手順1

それでは「Microsoft Visual C++ 2010 Express」をインストールします。

デスクトップに上記のようなアイコンが保存されてます。

この「vc_web.exe」という実行ファイルをダブル・クリックして実行して下さい。

起動すると次のダイアログが表示されます。

しばらく待って下さい。



インストール編 - 手順2

続いて次のダイアログが表示されます。

上記のダイアログで［次へ(N)］ボタンを押します。



インストール編 - 手順3

続いて次のダイアログが表示されます。

上記のリストボックスの説明を良く読んでから［同意する(A)］を選択します。

その後に［次へ(N)］ボタンを押します。



インストール編 - 手順4

続いて次のダイアログが表示されます。

上記のダイアログで［次へ(N)］ボタンを押します。



インストール編 - 手順5

続いて次のダイアログが表示されます。

上記のダイアログで［インストール(N)］ボタンを押します。



インストール編 - 手順6

続いて次のダイアログが表示されます。

しばらく待って下さい。



インストール編 - 手順7

続いて次のダイアログが表示されます。

しばらく待って下さい。



インストール編 - 手順8

続いて次のダイアログが表示されます。

上記のダイアログで［終了(X)］ボタンを押します。

これでインストールは終了です。



Windows Live ID

の

新規登録編

ここでは Windows Live ID の新規登録方法を解説します。



Windows Live ID の新規登録編 - 手順1

それでは「Microsoft Visual C++ 2010 Express」を起動します。

［スタート・メニュー］→［すべてのプログラム］→［Microsoft Visual Studio 2010 Express］フ

ォルダから「Microsoft Visual C++ 2010 Express」ショートカットを選択します。

選択すると次のダイアログが表示されます。

しばらく待って下さい。



Windows Live ID の新規登録編 - 手順2

起動すると無料コンパイラの「Microsoft Visual C++ 2010 Express」画面が表示されます。

この無料コンパイラは、そのままでは１ヶ月間だけしか使えません。

しかし、製品登録することで１ヶ月以上使い続けることが出来るようになります。

非常に面白いシステムですが、製品登録は無料ですから登録することをお勧めします。



Windows Live ID の新規登録編 - 手順3

それではメニューバーから［ヘルプ(H)］→［製品の登録(P)］を選択します。

上記のダイアログで［オンラインで登録キーを取得する(O)］ボタンを押します。



Windows Live ID の新規登録編 - 手順4

ブラウザが起動して次のページが開きます。

ここで１つだけ注意点があります。既に［Windows Live ID］を登録して、アカウントを持ってる

方は［製品登録キーの取得編］を読んで下さい。 

それ以外の方は、ここで［Windows Live ID］を新規登録するため［今すぐ登録］ボタンを押し

ます。良く覚えてない方は、ここで新規登録することで［製品登録キー］を取得できるようにな

ります。ただし、重複して登録される可能性もありますから注意して下さい。



Windows Live ID の新規登録編 - 手順5

続いて次のページがブラウザで開かれます。

上記の説明を良く読んでから各項目を入力します。

すべての入力が終わったら指示通りに次へ進みます。

1. メール・アドレス

2. パスワード

3. 秘密の質問

4. 秘密の質問の答え

このページで入力した上記の４つは大切に保存して置きましょう。



Windows Live ID の新規登録編 - 手順6

続いて次のページがブラウザで開かれます。

上記のクリーム色には、あなたのメール・アドレスが表示されてます。

この後は、あなたのメール・アドレスから件名が［Windows Live ID のメール アドレスをご確認

ください］というメールを探して開きます。内容を良く読んでから［このリンクを使用してアカ

ウントを確認してください。］の直後のリンクをクリックします。



Windows Live ID の新規登録編 - 手順7

続いて次のページがブラウザで開かれます。

上記のクリーム色には、あなたのメール・アドレスが表示されてます。

この後は［完了］ボタンを押します。



Windows Live ID の新規登録編 - 手順8

続いて次のページがブラウザで開かれます。

これで［Windows Live ID］の新規登録は終了です。



製品登録キーの取得編

ここでは製品登録キーの取得方法を解説します。



製品登録キーの取得編 - 手順1

それではメニューバーから［ヘルプ(H)］→［製品の登録(P)］を選択します。

上記のダイアログで［オンラインで登録キーを取得する(O)］ボタンを押します。



製品登録キーの取得編 - 手順2

ブラウザが起動して次のページが開きます。

［Microsoftサイト にサインイン］にある［メール・アドレス］、［パスワード］を入力します。

ここで入力する情報は［Windows Live ID の新規登録編］で登録した［メール・アドレス］、［

パスワード］です。入力が終わったら［サインイン］ボタンを押します。



製品登録キーの取得編 - 手順3

続いて次のページがブラウザで開かれます。

上記の説明を良く読んでから各項目を入力します。

すべての入力が終わったら指示通りに次へ進みます。



製品登録キーの取得編 - 手順4

続いて次のページがブラウザで開かれます。

上記のクリーム色には、あなたのメール・アドレスが表示されてます。

この後は、あなたのメール・アドレスから件名が［確認の電子メール］というメールを探して開

きます。内容を良く読んでから［手順 4 (最後の手順)］の直後のリンクをクリックします。



製品登録キーの取得編 - 手順5

続いて次のページがブラウザで開かれます。

上記のクリーム色には、あなたのメール・アドレスが表示されてます。

この後は［次へ］ボタンを押します。



製品登録キーの取得編 - 手順6

続いて次のページがブラウザで開かれます。

上記のクリーム色には、あなたの製品登録キーが表示されてます。

これで［製品登録キー］の取得は終了です。



製品登録キーの設定編

ここでは製品登録キーの設定方法を解説します。



製品登録キーの設定編 - 手順1

ブラウザで次のページが開かれてると思います。

上記のクリーム色には、あなたの製品登録キーが表示されてます。

製品登録キーの部分をマウスの左ボタンを押したまま左から右に移動することで選択できます。

選択した後は［CTRL］キーを押しながら[C]キーを押します。

これで製品登録キーがクリップボードにコピーされました。



製品登録キーの設定編 - 手順2

次のダイアログが表示されてると思います。

上記のダイアログで［登録キー(K)］の入力領域にマウスで移動します。

その後、クリップボードにコピーされた製品登録キーを貼り付けます。

クリップボードの貼り付けは［CTRL］キーを押しながら[V]キーを押すことで行えます。

または右メニューを表示してから［貼り付け(P)］を選択しても行えます。

貼り付けが終わったら［今すぐ登録(R)］ボタンを押します。



製品登録キーの設定編 - 手順3

ブラウザで次のページが開かれてると思います。

上記のウインドウの［×］印を押します。



製品登録キーの設定編 - 手順4

続いて次のページがブラウザで開かれます。

これで［製品登録キー］の設定は終了です。



製品登録キーの確認編

ここでは製品登録キーの確認方法を解説します。



製品登録キーの確認編 - 手順1

それではメニューバーから［ヘルプ(H)］→［製品の登録(P)］を選択します。

上記のダイアログが表示されます。

製品登録されてますから［閉じる(C)］ボタンを押します。



製品登録キーの確認編 - 手順2

あなたのメール・アドレスから次の４つの件名があると思います。

［Microsoft Visual Studio 2010 C++ Express 登録キー］も良く読んでから大切に保存して下

さい。これで［製品登録キー］の確認は終了です。



おわりに

ここでは今後のプログラミング方法を紹介します。



あとがき

　これで無料コンパイラの「VC++2010」がパソコンにインストールされましたので導入編は終

わります。あとは「VC++2010」の総合開発環境(IDE)の使い方やフリーソフトを作成するための

コンパイル方法に進みます。次回は「今日から始めるプログラミング　〜VC++2010の試用編

〜」です。
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おわりに

次回の「今日から始めるプログラミング」シリーズをお楽しみ下さい。



著者のプロフィール

◆ニックネーム◆

　科学太郎

◆性別◆

　男性

◆誕生日◆

　1975年03月24日生まれ

◆都道府県◆

　長野県

◆職業◆

　電脳プログラミング塾(自営業)

◆自己紹介◆

　日本では2003年度より全国一律の高校で「情報」という教科書が導入されました。しかし、文部省は「パソコンに関

する授業をすれば良い」という手抜きルールを作りました。これではワープロソフトやインターネットの使い方だけで

終わる高校から、ソフトウェア開発の基礎知識であるプログラミングの授業を行う高校が現れて「天と地」の差となり

ます。 

　分かりやすく「数学」で例えると文部省は、数学の授業に対して「数字を扱う授業をすれば良い」という手抜きルー

ルを作った事と同じです。つまり、足し算と引き算を教える高校から微分と積分を教える高校が現れるという事です。 

　そこで全国の高校生諸君のために、勝手に「プログラミング普及推進委員会」と名乗ってフリーソフトやフリーゲー

ムの製作方法を電子書籍シリーズとして情報公開します。 

　なお、2009年2月頃まで「オンライン・ショップ経営」を目指してた元プログラマである。今後は「オンライン

・ショップ経営」ではなく、本格的に「電子書籍の普及」と「ソフト制作知識の普及」を本業とするために「電脳プロ

グラミング塾」を開講しました。つまり、電子書籍シリーズこそ、元プログラマだった私「科学太郎」の新しい個人営

業(自営業)の晴れ舞台なのです。

◆ホームページ◆

　プログラミングのメモ帳

◆活動内容◆

　インターネット上で「電脳プログラミング塾」という自営業で活動中です。元プログラマから「フリーソフト制作

塾」という位置づけでソフトウェアの技能(技術能力＝ノウハウ)を情報公開します。基本的な部分やプログラミング・レ

ッスンは無料版として、ソフトウェアの製作方法のみ有料版とする方針です。

http://blog.goo.ne.jp/masaki_goo_2006

